
 
令和 8 年度 総合型選抜学部別選考方式Ⅰ期 小論文（資料分析型） 

【体育学部】 

試験時間：60 分 
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健康は「運動・栄養・休養」の３要素が相互に支え合って成立すると言われる。 

とりわけ運動は①体力の維持・向上、②生活習慣病の予防、③発育・発達の促進、④老化の抑

制、⑤心の健康など、多方面に効果がある。 

 

問．＜表＞および＜図＞を読み取り、以下３つの問いに対する回答が含まれる一連の文章を

作成しなさい。（600 字以上 800 字以内。横書き） 

 

1. 日本ではこの 15 年間で運動（スポーツ）時間がどのように推移しているか、具体的な数

値を挙げて説明する。 

2. その不足が短期的・長期的に及ぼす影響を、複数の観点（成長・健康・運動パフォーマン

ス・心理面など）から述べる。 

3. 運動（スポーツ）時間増加に有効と考えられる対策を 1 つ挙げ、理由を簡潔に説明する。 

  



 

＜表 1-1＞男女、行動の種類別生活時間（平成 18(2006)年、平成 23(2011)年）一週全体 

 

 

＜表 1-2＞男女、行動の種類別生活時間（2016 年、2021 年）一週全体 

 
出典：平成 23 年社会生活基本調査 生活時間に関する結果要約 （総務省） 

（https://www.stat.go.jp/data/shakai/2011/pdf/houdou2.pdf） 

   ：令和 3 年社会生活基本調査 生活時間及び生活行動に関する結果の要約（総務省） 

    （https://www.stat.go.jp/data/shakai/2021/pdf/youyakua.pdf） 

日本に住む 10 歳以上の人について、1 日の中で、行動に割り当てる時間を種類別に示した。 

例：2021 年の睡眠時間は、総数（男女の平均値）で１日あたり７時間５４分。 



 

 

＜図＞１日の身体活動量と死亡リスクとの関連 

出典：現代高等保健体育 p20 運動と健康（大修館書店、令和 6 年度改訂） 
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